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はじめに 

オショロコマSalvelinus malma と聞いて何を思い浮かべ

るでしょうか。石城謙吉北海道大学名誉教授の著書「イワナ

の謎を追う」(石城, 1984) で記述されているように、氷河

期に北海道に分布を拡げたものの、後氷期に山岳地帯などに

閉じ込められ、隔離分布している希少なイワナの仲間、でし

ょうか。オショロコマは、道東の知床半島では海岸近くから

生息し、個体数も多いのですが (北海道立水産孵化場, 2007; 

小宮山, 2003; 谷口ら, 2000)、それ以外の地域では分布の

大部分が山岳地帯の狭い流域に限られています。 

筆者もオショロコマについて上述したようなイメージを

抱いていたため、水産孵化場真狩支場 (現日本海さけ・ます

増殖事業協会真狩孵化場) に勤務していた頃、支場が取水し

ている真狩川にオショロコマが普通に、いや、非常に多くい

るのに感動したものです。真狩村ではオショロコマを腹部が

深紅を呈することからアカハラと呼んでいるそうです (下

田, 2003)。真狩川にはアカハラ川という名前の支流があり

ますが、オショロコマが多く生息していたことに由来してい

るのかもしれません。 

真狩川はオショロコマの世界分布の南限であるにも関わ

らず、生息域の標高が150〜270mと比較的低いのが特徴です。

真狩川は羊蹄山の湧水を水源としており、その水温が年間を

通して8℃程度であることが標高の低い所でオショロコマが

生息できる大きな要因だと考えられています (北野ら, 

1995)。そうであるなら、湧水があちこちで湧き出している

羊蹄山麓にはまだまだオショロコマが生息しているのでは

ないかと考えました。一方、既往の文献によれば、後志地方

には他にも極めて局所的にオショロコマが分布していて（石

城, 1969; 前川, 1975; 大島, 1961; 鷹見ら, 1994）、なぜ

そのような場所にオショロコマが生息しているのか興味を

図1 調査地点 (羊蹄山周辺と積丹半島西岸の河川は図2、3を参照) 
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表. 調査を行った河川 (水系番号、河川番号は北海道河川一覧 (北海道土木部監修, 1995) による 珊内川、ペーペナイ川、

噴出の沢川では調査を行っていない) 

調査日 
水系 河川 魚類 

本流 1次支流 2次支流 3次支流 
番号 番号 採集 

水温 

測定 

尾根内川    2003.8.25 9133 10 ● ● 

オブカルイシ川 

覚えました。そこで、後志地方におけるオショロコマの分布

を調べ始めました。 

調査は2002年6月から2003年8月にかけて、後志地方の

羊蹄山麓を中心とした尻別川流域、および積丹半島西岸にお

いて行いました (図1)。既往の文献で生息が確認されている

場所は基本的に生息の確認を行わず、水温の記録を優先しま

  2003.6.24 9129 10  ● 

ノット川    2003.6.20 9128 10  ● 

オネナイ川    2003.6.24 9127 10  ● 

珊内川     9126    

キナウシ川    2003.6.26 9125 10 ● ● 

尻別川 真狩川   2002.7.22 9087 1400 ● ● 

  ｶｼｭﾝﾍﾞﾂ川 第2ｶｼｭﾝﾍﾞﾂ川 2003.6.30  1420  ● 

  模範林川  2003.6.27  1437  ● 

  知来別川  2003.7.17  1440 ● ● 

   石村川 2003.6.19  1460 ● ● 

   ナンブ川 2003.7.17  1464 ● ● 

   三豊川 2003.7.17  1490 ● ● 

  大沢川 2003.6.11  1510 ● ● 

   南別川 2003.6.11  1520 ● ● 

  福田川  2003.6.30  1521  ● 

 無名川   2003.7.12   ● ● 

 大沢川  2003.7.2  1580 ● ● 

  大沢1号川 2003.7.2  1590 ● ● 

 清水川   2003.6.12  1595 ● ● 

 冷水川   2003.7.2  1610 ● ● 

 三線川   2003.6.13  1625 ● ● 

 四線川   2003.6.13  1626  ● 

 ソースケ川   2003.6.13  1730 ● ● 

 砂利川   2003.8.14  1900 ● ● 

 尻別4号川  2003.8.14  1910 ● ● 

 ヌップリ寒別川  2003.8.14  1930 ● ● 

 ガル川   2003.8.13  1950 ● ● 

 ペーペナイ川    1970   

 ワッカタサップ川  2003.8.13  2080  ● 

  トド川  2003.8.13  2110 ● ● 

 噴出の沢川    2180   

 カシプニ川  2003.8.13  2200 ● ● 

 中野沢川   2003.8.13  2300 ● ● 

 唐沢川   2003.8.13  2310  ● 

  末次川  2007.8.24  2320  ● 

 遠藤川   2003.8.11  2330 ● ● 

 目名川   2003.8.11  2340 ● ● 

 喜茂別川 中川  2004.6.3  2430 ● ● 

  硫黄川  2004.6.3  2440 ● ● 

   右の沢川 2004.6.3  2445 ● ● 

千走川 南雲の川   2002.7.30 9016 70 ● ● 
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した。魚類の採捕は電気漁具 (Smith-Root Inc., Model 12) 

を用いました。一部の河川では2回の繰り返し採捕を行い除

去法（Carle and Strub, 1978）によって生息尾数を推定す

るとともに、採捕場所の面積を測定して生息密度を求めまし

た。オショロコマが生息する河川とそうでない河川の水温条

件の違いを検討するため、水温データロガー (Onset Inc., 

Optic StowAway またはStowAway TidbiT) を設置して、ほぼ

1年間水温を記録しました。また、島牧村の千走川について

は保護水面管理事業の調査結果を用いました。 

オショロコマに関する研究としては、分布やその制限要因 

(Fausch et al., 1994; 石城 1969, 1984; 北野ら, 1995; 

Nakano et al., 1996)、近縁種アメマス Salvelinus 

leucomaenisとの種間関係 (Fausch et al., 1994; 石城1969, 

1984; Nakano et al., 1999; Taniguchi and Nakano, 2000) 

などがあります。ここではオショロコマの分布の南限におい

て個々の河川における分布状況とその河川の環境から、オシ

ョロコマの分布を左右する要因を考えたいと思います。 

 

結果と考察 

魚類の採捕調査は29水系の33か所で行いました (図1〜

3, 表)。水温の測定だけを行った河川は10水系の10か所で

した。調査地点の標高は、最低地点が17m、最高地点が762m

でした。尻別川水系だけをみてみると、最低地点が165m、最

高地点は全体のものと同じで 762m でした。調査場所の平均

流路幅は、1.2〜5.6mでした。 

オショロコマは33か所のうち8地点で確認できました。

それ以外にも真狩川の2支流で生息しているとの情報を得て

いましたし、積丹半島の2河川でも文献で生息が確認されて

いましたので、それらを加え、千走川以外の生息地の情報を

地図に示しました (図2, 3)。生息地点の標高の最低地点は

28m、最高地点は290mでした (図4)。調査時に測定した水温

は、6.1〜18.5℃でした。オショロコマが発見された、もし

図2 羊蹄山周辺における採集魚類 (緯度経度は度表示) 
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図4 調査地点の標高 

図3 積丹半島西岸の採集魚類 (緯度経度は度表示) 図5 調査地点の水温 

図6 オショロコマとアメマスが採捕された地点の水温

      (白抜き丸と黒三角は平均値) 

くは記録のある地点の水温は6.1〜13.6℃でした (図5)。オ

ショロコマが採捕された河川の平均流路幅は、1.5〜2.7 m

でした。 

オショロコマ以外に採捕された魚類は、アメマス、サクラ

マス Oncorhynchus masou、ニジマス Oncorhynchus mykiss、

ハナカジカ Cottus nozawae、カンキョウカジカ Cottus 

hangiongensis、フクドジョウNoemacheilus barbatulus toni、

およびヤツメウナギアンモシーテス幼生Lethenteron sp.で

した。オショロコマは、生理的に好適な水温帯が近縁のアメ

マスより低いため (Takami et al., 1997)、アメマスと同じ

河川に生息する場合、上流にオショロコマ、下流にアメマス

が分布することが知られています (Fausch et al., 1994; 石

城, 1969, 1984)。調査時の水温と2種の採捕状況をみると、

オショロコマはアメマスよりも低い水温帯で採捕されまし

た (図 6)。オショロコマが採捕された地点の水温は 6.1〜

13.6℃の範囲で、平均が9.7℃でした。一方、アメマスが採

捕された地点の水温は7.4〜14.4℃で、平均が12.0℃でした。

今回調査した地点では、オショロコマとアメマスが同じ場所

で採捕されたのは1地点で、水温は11.2℃でした。 

 

羊蹄山周辺での生息状況 

羊蹄山麓では、真狩川本流のような非常に流量の多い河川

だけでなく、流量がそれほど多くない河川でもオショロコマ

が採捕されました。羊蹄山西麓の小河川では、こんな所に魚

なんて生息していないだろうと思って電気漁具を使ってみ

ると、意外に多くのオショロコマが捕れてびっくりしたこと
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があります。その場所の生息密度は0.180尾/m2であり、調査

を通じて最も生息密度が高かった真狩川源流部の 0.570 尾

/m2の3分の1ほどありました。調査時の水温と1+以上のオ

ショロコマ生息密度との関係を見ると、水温が高いほど生息

密度が低い傾向がありました (図7; Spearmanの順位相関: R 

= -0.735, p = 0.038)。羊蹄山麓西側の2河川では魚類が

採捕できなかったのですが、1河川は工場か何かによる排

水のせいか水が白く濁り、もう1河川は底質が黒ずんでい

たことから温泉水の影響がある可能性があり、いずれも水

質に問題があったようです。 

図7 水温と生息密度との関係 

鷹見ら (1994) が報告したペーペナイ川上流や、アメマ

スと一緒に分布が確認された河川の 2 河川以外でオショ

ロコマが採捕された河川は、すべて羊蹄山に水源を発して

いました (図 2)。羊蹄山麓には湧泉が多く分布し、それ

らの中で毎秒 20 リットル以上と湧出量が多い 17 か所の

1969 年の年湧出量の合計は約 120×106 m3に達しました 

(山口, 1972)。山口 (1972) が調査した17 か所の湧泉の

うち、少なくとも10 か所でオショロコマの生息が確認さ

れました。湧泉の流量は湧泉の流域面積と降水量に依存し、

湧泉の水温は標高に左右されます (山口, 1972)。羊蹄山

麓に分布するオショロコマは低い水温と豊富な水量によ

って生息が支えられていますが、このことは道内随一の多雪

地帯であることと標高1893mの頂を持つ羊蹄山の存在なくし

ては考えられないでしょう。 

 

図8 1年間の水温変動 
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積丹半島西岸での生息状況 

積丹半島では 1959 年にノット川でオショロコマが確認さ

れました (大島, 1961)。また、ノット川の北隣に位置する

オブカルイシ川でも生息が確認されていて (前川, 1975)、

これはノット川から移殖されたようです (鷹見ら, 1994)。

このノット川とオブカルイシ川の近隣の河川ではオショロ

コマは確認できませんでした (図3)。神威岬近くの尾根内川

ではハナカジカしか採捕されませんでした。この川に設置し

たデータロガーは残念ながら流出してしまい、水温の連続デ

ータは取れませんでしたが、2003年8月25日に調査したと

きの水温は15.9℃と高めで、また水量も少なかったことから、

オショロコマはおろか、アメマスの生息も難しいかもしれま

せん。キナウシ川は水量は尾根内川より多かったのですが、

尾根内川ほどではありませんが水温が高めで、アメマスしか

採捕できませんでした。 

 

1年間の水温変動とオショロコマの分布 

水温データロガーを設置してほぼ1年間連続的に水温デー

タが取れた河川は 13 河川でした。その他に、保護水面調査

などでデータを取った千走川および珊内川、真狩支場でデー

タを取っていた真狩川の3河川を加え、16河川の水温の変動

を図8に示しました。これらの河川の水温変動を見ると、変

動が大きい河川とほとんど変動がみられない河川があるの

が分かります。そこで、水温変動の特徴から河川をまとめる

ために、7月中旬から翌年の6月中旬までの旬ごとの平均水

温を用いてクラスター分析を行いました。その結果、4個の

クラスターが認められました (図9)。 

それぞれのクラスターの特徴を水温変動から推測すると、

クラスターAは1年間の水温変動の範囲が2℃程度までと非

常に小さく、年中ほぼ一定の水温を示す河川、クラスターB

は水温変動の範囲が 4℃程度と小さく、夏季の平均水温が

12℃まで上昇しない河川、クラスターCは水温変動が前2者

よりさらに大きくなりますが、夏季の平均水温が14℃に達し

ない河川、クラスターDは水温変動が最も大きく、夏季の平

均水温が14℃以上になる河川と言えます。図9の中にオショ

ロコマとアメマスの生息状況を記入しました。クラスターA、

B、Cでは、クラスターCのi川以外のすべての河川でオショ

ロコマの生息が確認されましたが、クラスターDではすべて

の河川でオショロコマの生息が確認できませんでした。クラ

スターDは7月から大きな水温上昇を示し、9月まで高水温

状態が続きました。真狩川水系でありながらオショロコマが

確認されなかった知来別川は旬ごとの平均水温が最高にな

る8月には14℃ぎりぎりなのですが、15℃を超える日が何度

もありました。オショロコマは 16℃以上で食欲が減退し、

20℃以上で死に至ることが実験的に示されています 

(Takami et al., 1997)。また、真狩川におけるオショロコ

マの分布から平均最高水温 16℃が分布範囲の温度障壁であ

ると推測されています (北野ら, 1995)。大ざっぱな見方か

もしれませんが、夏季の最高水温15℃がオショロコマがいる

かいないかの目安になるかもしれません。 

図9 水温変動によるクラスター分析結果 

クラスターCに属するi川では夏季の平均水温が 12℃を下

まわっているにもかかわらずオショロコマの生息が確認で

きませんでした。また、連続的な水温を記録していない遠藤

川 (2003 年 8 月 11 日調査時水温 7.9℃) や目名川 (同日

10.1℃) でもオショロコマの生息には問題のない水温であっ

たのに関わらずオショロコマは確認できませんでした (図

2)。特に、遠藤川は山口 (1972) が調査した京極町芙容の調

査地点に該当すると思われ、1969 年の調査では平均水温が

6.7℃と低く、年流出量も 8.0×106 m3と豊富です (真狩川本

流水源池の年流出量は21.6×106 m3)。もちろん、流域すべて

で採捕を試みたわけではないので、ただ発見できなかっただ

けなのかもしれません。そして、それらの3河川ではアメマ

スが生息していました。オショロコマとアメマスの生息域の

水温は、オショロコマ単独生息域が最も低く、アメマス単独

生息域では最も高く、混生域では中間であることが報告され

ています (Fausch et al., 1994)。しかし、どちらかが生息

していない河川では、もう一方の種の生息域の水温範囲にま

で生息が見られます (北野ら, 1995; Nakano et al., 1996)。

6℃と12℃でオショロコマとアメマスを一緒に飼育する実験

では、12℃ではアメマスはオショロコマより成長や生残で勝

り、オショロコマを競争的に排除したのですが、6℃ではア

メマスの成長はオショロコマより速いながらも、最終的には

オショロコマの生残率がアメマスを上回りました 

(Taniguchi and Nakano, 2000)。水温が低いほどオショロコ

マがアメマスより有利になるのですが、6℃よりも高い水温

でもオショロコマが優占する場合があることから、上記の3

河川でアメマスしか確認できなかったのは、もともとオショ

ロコマが分布していないと考えるのが妥当でしょう。i川は
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図10 積丹半島西岸尾根内川の河口 

ニセコアンヌプリの東側を流れていますが、ニセコアンヌプ

リの西側にイワオヌプリという活火山があります。イワオヌ

プリは活火山で約 6000 年前にマグマ噴火を起こしています 

(中川, 2007)。もしかしたらその噴火による影響でオショロ

コマが絶滅、もしくは生息に適していない環境であったため

侵入できなかったのかもしれません。遠藤川や目名川でも何

らかの理由でオショロコマが侵入できなかったか、もしくは

絶滅したのかもしれません。 

積丹半島西岸では現在、ノット川とオブカルイシ川でオシ

ョロコマが生息しています。ノット川もオブカルイシ川もク

ラスターCに属し、水温変動が比較的大きかったのですが、

その原因は水量がそれほど多くないために気温の影響を受

けやすいためかもしれません。オブカルイシ川でオショロコ

マが定着したのは、水温が低かったことに合わせ、アメマス

が生息していなかったためだと思われます。ノット川は下流

から非常に急勾配で、河口から 0.4km 上流にある滝の上流 

(標高 110m) にもオショロコマの生息が確認されています 

(鷹見ら, 1994)。ノット川では氷期後に海水面が上昇する海

進時にもこの滝の存在によってアメマスの侵入を阻んでい

たのかもしれません。また、積丹半島西岸のノット川やオブ

カルイシ川がある辺りは神威岬に代表されるように、海岸ま

で崖が迫っており、波打ち際は岩礁か大きな玉石の浜になっ

ています (図10)。図10は尾根内川の河口ですが、流量が少

ないために水が玉石の間を流れ、魚が遡上できなくなってい

ます。オブカルイシ川では過去のこのような地形によってア

メマスの侵入を阻んでいたのかもしれません。 

 

さいごに 

羊蹄山麓と積丹半島西岸を中心に行ったオショロコマの

生息確認調査の結果に大胆な推測を加えて解釈してみまし

た。もちろん、それぞれの川を上流から下流まで入念に調査

を行ったわけではないので、オショロコマの生息状況につい

てはほんの一端が分かっただけに過ぎないと思います。前述

したように、こんな所にもいるのかという驚きがあるように、

オショロコマは狭い場所に細々とではありますが、したたか

に命を繋いできたのだと実感します。その一方で、オショロ

コマの将来については楽観的とは言えません。羊蹄山麓は畑

作地帯として潅漑の整備や河川の直線化が行われてきてお

り、オショロコマが生息する小河川もその対象となっていま

す。ある河川では大部分が直線化され、3面ブロック張りで

した。もし再生産しているとしたら、途中にわずかに残った

未改修区間で行われているのでしょう。 

平成6年に真狩川の河川改修工事をめぐり、オショロコマ

の生息が脅かされるとの危惧から市民団体が工事の中止と

復元を求める運動を起こしました。新聞やテレビニュースで

も大きく報道され、要望の一部が工事に反映されることにな

りました (鷹見, 1995)。一方、平成 7 年にはオショロコマ

が生息する千走川支流の下流部における孵化場建設計画に

対して、魚病の伝播などの問題から北海道大学の研究者らが

反対しましたが、結局孵化場は建設されてしまいました。市

民団体が動いたり、報道されたりすることにより河川改修工

事について注目を集め、工事が中止したり、改善されたりす

ることもあります。しかし、すべての工事に影響を与えるわ

けではありませんし、特に、小河川の工事は公になることも

なく進められ、知らぬ間にオショロコマが絶滅しているなん

てことになっているのではないでしょうか。 

北海道に生息するサケ科魚類であるイトウ Hucho perryi

が絶滅危惧IB類（平成19年8月発表、環境省レッドリスト）

等に指定され保護の対策が始められようとしているのに対

して、オショロコマは絶滅危惧Ⅱ類に指定されていながらも

何の保護もなされようとしていません。北海道のオショロコ

マは基本的に海に出ず河川型の生活史を送ることもあって

（下田, 2003）、河川によって遺伝的にも形態的にも違いが

認められます（石城, 1969; 前川, 1975, 1977; Mitsuboshi 

et al., 1992; 鷹見ら, 1994）。したがって、北海道のどこ

かにオショロコマが豊富に生息していればよいのではなく、

各河川のオショロコマをすべて大切に守って行く必要があ

ります。これからもオショロコマの生息状況に注視していか

なければならないと強く思っています。 
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